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事前に申し込みが必要です
 参加を希望される方は、氏名・学籍番号・所属学院・学年を

ご記入の上、下記のアドレスまでメールにて、お申し込みください。
後日，メールにて，ZoomのURLをお知らせ致します。

tac-mi@jim.titech.ac.jp
物質・情報卓越教育院事務室

　2020年5月25日（月）
①17：15～17：45 日本語での説明

②18：00～18：30 英語での説明

Zoomによるライブ配信

申し込み方法

E mail

教務 WEB システムのアンケート
フォームからも申込可能です。



01010
10001

演習重視の物質・情報講義
物質情報異分野研究スキル（ラボローテーション）
自主設定論文による複素的な独創性教育

社会サービス創出講義
ビジネスモデル討論合宿
企業メンター制度

企業の最先端課題を解決するプラクティススクール
問題発見、問題解決の実行力を高めるための研究奨励制度

リーダーシップ力涵養教育
海外インターンシップ
物質・情報教育国際フォーラム
海外メンター制度による国際性涵養

本教育院では、修士博士一貫の大学院教育プログラムにより、独創的な物質・情報研究を進める「複素人材※1」を育成します。

具体的には、持続可能な社会を構築するための新産業創出を担う人材育成を企業に所属するプログラム担当者や特定国立研究
開発法人物質・材料研究機構など連携先機関※2とともに推進します。また、東京工業大学が持つ卓越した研究教育
環境(元素戦略研究センターやスパコンTSUBAME等)と総合力を活かし以下のような力の育成を目指します。

独創力 俯瞰力

実行力 国際リーダーシップ力

物質科学、情報科学、そして社会サービス

まで、すなわち「複素空間」で縦横無尽に

活躍できる人材です。ここで言う「物質」

とは、実社会における「モノ」を指し、単

に化学・材料としての化合物にとどまらず、

デバイス・プロセスも包含します。

※1 複素人材とは

新産業創出
持続可能な社会

[連携先機関名]

物質・材料研究機構/産業技術総合研究所/Leiden University/McGill University/Max Planck Institute/

Imperial College London/Cornell University/Sorbonne University/Tsinghua University

トヨタ自動車株式会社 / 日産自動車株式会社 / マツダ株式会社 / 株式会社 東芝 /JFE スチール株式会社 / 

JX 金属株式会社 / 旭化成株式会社 / 株式会社ぐるなび / 三菱ケミカル株式会社 / 住友化学株式会社 / 

東ソー株式会社 / 三菱ガス化学株式会社 / 住友電気工業株式会社 / 昭和電工株式会社 / TDK 株式会社 / 

LG Japan Lab 株式会社 / パナソニック株式会社 / 富士フィルム株式会社 /

※2 本教育院の連携先機関数

国立研究開発法人  2
海外大学等  7
企業  18

物質科学 情報科学

社会サービス

複素人材

2020年3月１日現在




